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新 入 組 合 員 集 結 ！！

二
〇
一
九
年
十
月
二
十
六
日
（
土
）
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク

長
野
支
店
三
階
会
議
室
に
て
二
〇
一
九
年
度
長
野
地
本

フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ン
が
十
時
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
山
口
委
員
長
よ
り
挨
拶
が
さ
れ
、
続
い
て
役

員
、
新
入
組
合
員
の
自
己
紹
介
の
後
、
講
義
に
入
り
ま

し
た
。

は
じ
め
に
、
労
働
組
合
の
役
割
・
関
連
す
る
法
律
・

地
本
各
局
の
活
動
等
に
つ
い
て
河
﨑
副
委
員
長
よ
り
講

義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

次
に
青
年
委
員
会
木
内
主
査
よ
り
青
年
委
員
会
活
動

の
紹
介
が
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
会
へ
の
積
極
的
な
参
加

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
協
力
な
ど
呼
び
掛
け
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年
委
員
会
活
動
紹
介
ビ
デ
オ

を
上
映
し
、
先
ず
は
活
動
に
参
加
し
て
も
ら
い
体
験
を

し
て
、
多
く
の
仲
間
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い

う
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

昼
食
後
、
外
部
よ
り
講
師
を
招
き
、
ろ
う
き
ん
・
全

労
済
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ろ
う

き
ん
講
話
で
は
、
お
金
の
基
本
に
つ
い
て
学
び
、
特
に

マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
多
重
債
務
の
危
険
性
や
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
、
今
後
の
人
生
で
必
要
と
な

る
知
識
を
向
上
さ
せ
る
内
容
で
し
た
。
近
年
、
若
年
層

に
よ
る
中
電
生
協
の
引
き
落
と
し
不
能
が
多
い
が
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
便
利
さ
と
怖
さ
を
学
ん
だ
こ
と
で
、
中

電
生
協
カ
ー
ド
の
使
い
方
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
投
資
に
関
し
て
の
説
明
も
あ
り
、
こ
れ
か

ら
の
資
産
形
成
は
貯
蓄
プ
ラ
ス
投
資
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
し
た
。

全
労
済
の
講
義
で
は
、
愛
称
が
「
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ

Ｏ
Ｏ
Ｐ
」
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
と
い
う
旨
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。
概
要
説
明
の
後
に
、
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ

Ｏ
Ｐ
全
労
済
団
体
生
命
共
済
の
加
入
手
続
き
を
行
い
ま

し
た
。

次
に
、
伊
藤
書
記
長
よ
り
電
力
総
連
年
金
に
つ
い
て

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
募
集
期
間
中
で
あ
り
、

多
数
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
加

入
促
進
の
Ｐ
Ｒ
が
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
参
加
者
全

員
に
よ
る
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
の
後
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ

ン
は
閉
会
し
ま
し
た
。

講義風景

掲示期間2019.11.22～2019.12.22

電
力
総
連
年
金
募
集

[電力総連年金] (拠出型企業年金保険）
公的年金を補完する自助努力の年金制度です。より豊かな将来のために、在職中から資金を積み立てて

いく制度です。

１．安心・有利な年金制度

予定利率[1.25％]は他金融期間商品と比較しても優位

２．脱退一時金の受け取り

積立期間中に脱退した場合、積立金が一時金で受け取れる

３．豊富な年金の種類

10年確定年金・20年確定年金・15年保障終身年金・10年保障夫婦連生終身年金

４．自由な積立方法

月払い、半年払い、月払いと半年払いの併用

募集期間2019年10月15日（火）～12月13日(金）（地本最終締切日が12月13日（金）です）




